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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁に取り付けられる支持材と、支持材よりも左右幅が広く支持材に取り付けられて支持
材を室内側である前側から覆う化粧パネルと、支持材で支持されて化粧パネルの前方に配
置される棚を備え、化粧パネルの側端部から後側に向けて突設されて、化粧パネルの支持
材より外側方に突出した部分と壁の間に形成された配線用空所を外側から覆うカバー部を
備え、支持材の側部にテーブルタップが取り付けられる取着部が設けられ、カバー部の前
記取着部に取り付けられて配線用空所に配置されたテーブルタップに対応する部分に、前
記配線用空所を外側方に解放する作業用開口が形成されることを特徴とする棚装置。
【請求項２】
　前記化粧パネルの左右方向の中央部が支持材で支持されると共に、該化粧パネルの支持
材より外側方に突出した両側部分と壁の間に配線用空所が夫々形成されることを特徴とす
る請求項１に記載の棚装置。
【請求項３】
　前記カバー部を有して化粧パネルに対して着脱自在に取り付けられる配線カバーを備え
ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の棚装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気機器等を載置するための棚装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　液晶テレビやプラズマテレビ等の薄型テレビを壁に掛けて設置する場合、テレビの周辺
機器となるＤＶＤプレーヤーやビデオデッキ等の電気機器を設置するための棚等が必要と
なる。
【０００３】
　従来、特許文献１に示す棚装置が知られている。この棚装置は、左右一対の棚柱をビス
等で壁に取り付けられる横繋ぎ材で繋ぎ、一対の棚柱に棚を突設してある。一対の棚柱の
前面には棚柱の間に架け渡すように化粧パネルを取り付けてあり、この化粧パネルにより
横繋ぎ材の前側が覆われている。また、化粧パネルの後方は棚に載置された電気機器とテ
レビを接続するための配線等を通すための配線用空所として利用され、配線用空所に配置
された配線は化粧パネルにて隠せるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－６０７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前記配線用空所には、電気機器及びテレビの電源線が通され、通常、これら
の電源線は配線用空所から引き出されて壁に設けられたコンセントに接続される。しかし
、このようにすると、長い電源線が必要となり、また、多数の配線が露出して見栄えが良
くない。
【０００６】
　本発明は上記従来の事情に鑑みてなされたものであって、長い電源線を必要とせず、見
栄え良く配線することができ、尚且つ、配線作業のしやすい棚装置を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明の棚装置は以下の構成を有する。壁２に取り付けられ
る支持材６と、支持材６よりも左右幅が広く支持材６に取り付けられて支持材６を室内側
である前側から覆う化粧パネル７と、支持材６で支持されて化粧パネル７の前方に配置さ
れる棚８を備える。化粧パネル７の側端部から後側に向けて突設されて、化粧パネル７の
支持材６より外側方に突出した部分と壁２の間に形成された配線用空所３７を外側から覆
うカバー部４９を備える。そして、支持材６の側部にテーブルタップ５７が取り付けられ
る取着部１７が設けられ、カバー部４９の前記取着部１７に取り付けられて配線用空所３
７に配置されたテーブルタップ５７に対応する部分に、前記配線用空所３７を外側方に解
放する作業用開口５８が形成されることを特徴とする。
【０００８】
　また、前記化粧パネル７の左右方向の中央部が支持材６で支持されると共に、該化粧パ
ネル７の支持材６より外側方に突出した両側部分と壁２の間に配線用空所３７が夫々形成
されることが好ましい。
【０００９】
　また、前記カバー部４９を有して化粧パネル７に対して着脱自在に取り付けられる配線
カバー９を備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明にあっては、取着部に取り付けられて配線用空所に配置されたテーブルタップに
、棚に載置された電気機器やテレビの電源線を接続することができ、この場合、短い電源
線であっても、電気機器やテレビに電力を供給することができる。また、配線用空所から
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は電源供給用の電線としてテーブルタップの電源線のみを引き出せばよく、多数の配線が
露出せず、見栄えが良い。
【００１１】
　また、カバー部においてテーブルタップに対応する箇所には配線用空所を外側方に解放
させる作業用開口が形成され、この作業用開口を配線用空所に外側から手を入れるための
開口として利用することができる。このため取着部にテーブルタップを取り付ける作業や
、取着部に取り付けられたテーブルタップに電源線を接続する作業が容易になる。
【００１２】
　また、支持材で化粧パネルの左右方向の中央部を支持することで、化粧パネルを支持材
でバランス良く支持できる。また、化粧パネルの支持材より外側方に突出した両側部分の
夫々と壁との間に形成された配線用空所に配線やテーブルタップ等を露出することなく配
置でき、化粧パネルと壁の間を有効に利用できる。
【００１３】
　また、カバー部を有する配線カバーが化粧パネルに対して着脱自在に取り付けられるも
のであると、化粧パネルから配線カバーを取り外すことで、配線用空所を外側方に大きく
解放させて、該配線用空所に配線やテーブルタップ等を容易に配置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態の一例の棚装置及びテレビを後側から見た斜視図である。
【図２】同上の棚装置を設置した状態を示す前側から見た斜視図である。
【図３】同上の棚装置及びテレビを下側から見た斜視図である。
【図４】同上の棚装置及びテレビを上側から見た斜視図である。
【図５】同上の棚装置の分解斜視図である。
【図６】同上の壁に設置した棚装置の側部の水平断面図である。
【図７】同上の配線カバーを示し、（ａ）は平面図であり、（ｂ）は側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面に基づいて本発明の実施形態につき説明する。本実施形態の棚装置１は
、図１乃至図４のように壁２に掛けた液晶テレビやプラズマテレビ等の薄型のテレビ３の
下方に設置され、テレビ３の周辺機器となるＤＶＤプレーヤーやビデオデッキ等の電気機
器４を載置するために用いられる。なお、テレビ３はテレビ掛け具を介して壁２に取り付
けられる。
【００１６】
　図１、図５等に示すように、棚装置１は、部屋の壁２及び床５に固着される上下に長い
支持材６と、支持材６に取り付けられることで支持材６を室内側となる前側から覆う化粧
パネル７と、支持材６で支持されて化粧パネル７の前方に配置される棚８と、化粧パネル
７の背面の両側に着脱自在に取り付けられる配線カバー９を備えている。
【００１７】
　支持材６は、壁２に固着される支柱１０と、支柱１０の下端部に取り付けられて床５に
固着される幅木よけ１２とで構成される。
【００１８】
　幅木よけ１２は上端部がビス等で支柱１０の下端部に取り付けられ、支柱１０の前部よ
り下方に突出する。幅木よけ１２の後側には左右、下方、及び後方に開口する幅木用凹所
１６が形成されている。また、幅木よけ１２の前側には左右、上方、及び前方に開口する
配線用凹所１５が形成されている。
【００１９】
　幅木よけ１２は幅木用凹所１６に壁２の下端部に設けられた幅木１１の長手方向の一部
を通過させた状態でビス等の固着具によりその下端部が床５に固着される。なお、幅木よ
け１２は床５に固着せず、床５上に載置するだけでもよい。また、本例の幅木よけ１２は
支柱１０と別体であるが、支柱１０と一体に設けてもよい。
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【００２０】
　支柱１０は金属製で中空に形成され、背面部が壁２の幅木１１よりも上方の室内側の面
に当接される、或いは壁２の近傍に配置される。支柱１０の両側面の後部の上下複数箇所
には平面視Ｌ字状の取付具１３の一片が取り付けられる。各取付具１３の他片は背面を壁
２に沿わせた状態でビス１４で壁２に取り付けられる。これによって支柱１０は両取付具
１３を介して壁２に固着される。なお、支柱１０の上端部は前記テレビ掛け具に連結して
もかまわない。
【００２１】
　支柱１０の上部の一側面部は取着部１７となっており、該取着部１７には電源機器とし
てのテーブルタップ５７がビス等で取り付けられる。支柱１０の両側には平面視Ｌ字状の
固定具１８が取り付けられる。両固定具１８は同一高さに取り付けられ、左右対称である
。
【００２２】
　各固定具１８はＬ字状の一片１８ａを支柱１０の前部両側面に沿わせてビス１９で取り
付けることで支柱１０に固定される。各固定具１８の他片１８ｂには前後に貫通する固定
具孔２０が形成されている。
【００２３】
　化粧パネル７は正面視で支持材６よりも左右幅が広い矩形状のＭＤＦボードで形成され
る。化粧パネル７の中央部には前後に貫通する横長のパネル孔２２が形成されている。
【００２４】
　化粧パネル７の背面の両側端部には配線カバー９を化粧パネル７に着脱自在に取り付け
るための上下に長い取着具２３が取り付けられる。
【００２５】
　図６のように、各取着具２３は樹脂製であって、具体的にはＡＢＳ樹脂からなる。各取
着具２３は、化粧パネル７の背面にビス２５で固着される固着片２６と、固着片２６より
化粧パネル７の外側方に向けて突出する挟持片２７とで構成され、挟持片２７は固着片２
６よりも一段後方に位置する。
【００２６】
　図３や図５等に示すように、棚８は、化粧パネル７から前方に突出する棚板受け２８と
、棚板受け２８によって支持される棚板２９とで構成される。
【００２７】
　棚板受け２８は、棚板２９を受ける受け具３０と、受け具３０の後端部上に取り付けら
れる樹脂製のキャップ３１で構成される。
【００２８】
　受け具３０は金属板からなり、化粧パネル７を介して両固定具１８に取り付けられる取
付部３２と、取付部３２から前方に突出する受け部３３で構成されている。
【００２９】
　取付部３２の左右方向の中央部には化粧パネル７のパネル孔２２と略同大同形の切欠部
３５（図１参照）が形成されている。
【００３０】
　棚板受け２８を両固定具１８に取り付けるには、化粧パネル７の背面を両固定具１８の
他片１８ｂの前面に当接し、棚板受け２８の取付部３２を切欠部３５が化粧パネル７のパ
ネル孔２２と重複するよう化粧パネル７の前面に当接する。そして、前側から取付部３２
、化粧パネル７、各固定具１８の他片１８ｂに順に挿通した複数のビス３６により、取付
部３２を両固定具１８に締結して、取付部３２と両固定具１８で化粧パネル７を挟持する
。
【００３１】
　つまり、棚板受け２８は化粧パネル７を介して支柱１０に取り付けられ、棚板受け２８
の取付部３２、固定具１８、及びビス３６は化粧パネル７を支持材６に取り付けるための
取付手段を兼ねている。



(5) JP 5123246 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

【００３２】
　このようにして取り付けられた化粧パネル７は、左右方向の中央部が支持材６で支持さ
れ、上端部が壁２に取り付けられた上方のテレビ３の下端よりもやや上方に配置され、支
柱１０の上端部を除く大部分を前側から覆う。なお、化粧パネル７は支柱１０の全体を前
側から覆うものであってもかまわない。また、化粧パネル７の下端部はビス３５を用いて
幅木よけ１２に取り付けられるが、化粧パネル７は前記固定具１８にのみ取り付けられる
ものであってもよい。
【００３３】
　化粧パネル７は、前記左右方向の中央部を挟んだ両側部分が支持材６よりも外側方に突
出し、これら突出部分と後方の壁２の間には配線やテーブルタップ５７等を収容する配線
用空所３７（図１、図６参照）が形成される。両配線用空所３７はこの間の支持材６で仕
切られるが、幅木よけ１２の配線用凹所１５を介して連通する。
【００３４】
　化粧パネル７のパネル孔２２の左右方向の中央部は後方の支柱１０によって塞がれる。
パネル孔２２の中央部を挟んだ両側部分は支柱１０よりも外側方に位置して配線引出口３
８を構成する。各配線引出口３８は対応する固定具１８の固定具孔２０を介して配線用空
所３７に連通する。
【００３５】
　図５のように受け具３０の受け部３３は、切欠部３５の両側の側縁及び下縁の夫々から
前方に突出する側板部３９及び底板部４０と、両側板部３９の上縁から外側方に突出する
支持片部４１とで構成されている。
【００３６】
　両側板部３９の下縁同士は底板部４０で接続されている。受け部３３内には両側板部３
９及び底板部４０で囲まれた上方に開口する凹所４２が形成されている。凹所４２は切欠
部３５を通じてパネル孔２２に連通する。
【００３７】
　底板部４０は後下がりで傾斜し、各側板部３９は底板部４０の側縁に接続される下縁を
斜片とした略直角三角形状をしている。底板部４０の前縁や両側板部３９の上縁は切欠部
３５の上端と略同一高さに位置している。底板部４０はパネル孔２２の前方に位置し、切
欠部３５及びこれと重複するパネル孔２２を前方から覆う。
【００３８】
　キャップ３１の両側端部は受け具３０の各側板部３９の上縁の後端部に取り付けられ、
凹所４２の後端部を上から覆う。
【００３９】
　キャップ３１の後部には横長で上下に貫通するキャップ孔４３が形成されている。キャ
ップ孔４３は凹所４２の後端部に連通し、該キャップ孔４３と凹所４２で配線通路６６を
構成している。
【００４０】
　棚板２９は木製で棚板受け２８よりも左右幅の大きい矩形状に形成されている。棚板２
９は凹所４２を上方から覆うように棚板受け２８の両支持片部４１上に載置され、ビス６
７を用いて取り付けられる。
【００４１】
　図２に示すように、棚板２９を棚板受け２８に取り付けた状態では、棚板２９が化粧パ
ネル７の前方に離間して配置され、該棚板２９と化粧パネル７の前面の間には隙間４８が
形成される。棚板２９はキャップ孔４３よりも前方に位置する。
【００４２】
　隙間４８は配線通路６６を介してパネル孔２２の両側部分で構成される各配線引出口３
８に連通する。
【００４３】
　各配線カバー９は樹脂製であって、具体的にはＡＢＳ樹脂からなる。図６及び図７に示
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すように、各配線カバー９は、対応する配線用空所３７を外側方から覆うカバー部４９と
、カバー部４９の前縁から化粧パネル７の内側方に向けて突出して化粧パネル７の背面に
沿わせられる差込片部５０とで構成されている。
【００４４】
　差込片部５０には後方に突出する嵌込部５１が形成されている。各配線カバー９を化粧
パネル７に取り付けるには、差込片部５０を対応する取着具２３の挟持片２７と化粧パネ
ル７の背面との間に形成された外側方に開口する差込溝５２に挿入し、該差込片部５０を
挟持片２７と化粧パネル７で挟持する。また、嵌込部５１を取着具２３の挟持片２７の前
面に上下に亘って形成された嵌込溝部５３に嵌め込む。これにより各配線カバー９は化粧
パネル７に着脱自在に取り付けられる。
【００４５】
　各配線カバー９ａ、９ｂの下端は床５に当接する、又は床５の近傍に配置される。各配
線カバー９のカバー部４９は、化粧パネル７の背面から後方に突出する前部４９ａと、前
部４９ａから化粧パネル７の内側の斜め後方に向けて突出する後部４９ｂで構成されてい
る。
【００４６】
　後部４９ｂの先端部は他部よりも薄肉で弾性変形しやすい弾接部５５となっており、弾
接部５５は図６のように弾接部５５を弾性変形させて壁２に接触する。カバー部４９の後
部４９ｂの下端部には後方及び下方に開口する幅木用切欠５６が形成されており、各配線
カバー９の幅木用切欠５６には壁２に設けられた幅木１１を左右方向に通過させる。
【００４７】
　図１のように、両配線カバー９のうち、テーブルタップ５７が配置される配線用空所３
７を塞ぐ一方の配線カバー９ａのカバー部４９においてテーブルタップ５７に対応する上
部には作業用開口５８が形成される。
【００４８】
　前記作業用開口５８は配線カバー９ｂと同一長さで左右対称形状の長尺な部材を切断し
て上下長さを短くすることにより形成され、テーブルタップ５７に対向してテーブルタッ
プ５７の側方に位置する部分は全て開放される。なお、各取着具２３の上下長さは対応す
る配線カバー９と略同一の長さとされるものである。また、配線カバー９ａを取り付ける
ための取着具２３も他方の取着具２３と同一長さで左右対称形状の部材を切断することに
より形成される。
【００４９】
　棚装置１を設置するには、壁２に取付具１３を用いて支持材６を取り付け、この後、支
持材６に棚８及び化粧パネル７を固定具１８を用いて取り付ける。このように設置された
棚装置１の化粧パネル７と壁２との間には各配線用空所３７が形成され、各配線用空所３
７には配線やテーブルタップ５７が収納される。
【００５０】
　テーブルタップ５７は上下に複数のコンセントを有し、該テーブルタップ５７の電源線
６３の端部に設けられたプラグは壁２に設けられたコンセントに接続される。テーブルタ
ップ５７は前記支柱１０に設けられた取着部１７にコンセントを作業用開口５８側に向け
た状態でビス等で取り付けられる。このように取り付けたテーブルタップ５７の下端は作
業用開口５８の下端と同レベルあるいは上方に配置される。
【００５１】
　各配線用空所３７には、配線として、前記テーブルタップ５７の電源線６３に加えて、
テレビ３と電気機器４を接続する信号線等の接続配線６４、電気機器４とチューナーを接
続するアンテナ線６５、テレビ３の電源線６０、電気機器４の電源線６１等が通される。
【００５２】
　例えばテレビ３に接続される電源線６０及び接続配線６４は、テレビ３のある上方から
配線用空所３７に導入される。このうち電源線６０のプラグは配線用空所３７においてテ
ーブルタップ５７のコンセントに接続される。他方、接続配線６４は、配線引出口３８、
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配線通路６６、及び隙間４８を通して棚８の上方に引き出され、そのコネクターが棚８上
の電気機器４に接続される。
【００５３】
　電気機器４に接続される電源線６１及びアンテナ線６５は、隙間４８、配線通路６６、
及び配線引出口３８を介して配線用空所３７に導入される。電源線６１は配線用空所３７
においてテーブルタップ５７のコンセントに接続される。
【００５４】
　配線用空所３７に導入されたアンテナ線６５や、テーブルタップ５７の電源線６３は、
配線カバー９の下端と床５とのわずかな隙間から引き出されて、壁２に設けられたチュー
ナーやコンセントに接続される。また、配線用空所３７内の配線は幅木よけ１２の配線用
凹所１５を通して他の配線用空所３７に導入できるようにもなっている。
【００５５】
　以上説明した本例の棚装置１にあっては、化粧パネル７と壁２の間に形成された配線用
空所３７に配線やテーブルタップ５７を配置し、これら配線やテーブルタップ５７を化粧
パネル７と両側の配線カバー９で隠すことができる。
【００５６】
　また、このように配線用空所３７に配置されたテーブルタップ５７には、電気機器４や
テレビ３の電源線６０、６１を接続することができ、この場合、短い電源線６０、６１で
あっても、電気機器４やテレビ３に電力を供給することができる。また、配線用空所３７
からは電源供給用の電線としてテーブルタップ５７の電源線６３のみを引き出せばよく、
多数の配線が露出せず、見栄えが良い。
【００５７】
　さらに、配線カバー９ａにおいて取着部１７に取り付けられたテーブルタップ５７に対
応する箇所には配線用空所３７を外側方に解放させる作業用開口５８が形成されている。
この作業用開口５８は配線用空所３７に外側から手を入れるための開口として利用するこ
とができ、これにより、支持材６の取着部１７にテーブルタップ５７を取り付ける作業や
、支持材６に取り付けられたテーブルタップ５７に電源線６０、６１を接続する作業が容
易になる。
【００５８】
　また、本例では、支持材６で化粧パネル７及び棚８の左右方向の中央部を支持するので
、化粧パネル７及び棚８を支持材６でバランス良く支持できる。また、化粧パネル７の支
持材６より外側方に突出した両側部分の夫々と壁２との間に形成された配線用空所３７に
配線やテーブルタップ５７等を露出することなく配置でき、化粧パネル７と壁２の間を有
効に利用できる。
【００５９】
　また、カバー部４９を有する配線カバー９が化粧パネル７に対して着脱自在に取り付け
られるので、化粧パネル７から配線カバー９を取り外せば、配線用空所３７の上下方向の
全体を外側方に解放させ、該配線用空所３７に配線やテーブルタップ５７等を容易に配置
することができる。
【００６０】
　なお、本例では、配線カバー９ａを切断して作業用開口５８を形成したが、配線カバー
９ａのカバー部４９においてテーブルタップ５７に対応する箇所に切欠を設け、該切欠で
作業用開口５８を構成してもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１　棚装置
　２　壁
　６　支持材
　７　化粧パネル
　８　棚
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　１７　取着部
　３７　配線用空所
　４９　カバー部
　５７　テーブルタップ
　５８　作業用開口

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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